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－ 誰もが住み慣れた地域で 
安心して生活が続けられるために － 

平成２２年度 福祉パトロール代表者会議（朝日地区）が開催される 
 
去る６月４日（金）、士別市朝日総合支所「第１

会議室」において、平成２２年度福祉パトロール

代表者会議（朝日地区）が開催され、前年度実績、

事業概要並びに活動費の使い方等について事務担

当の生方主幹から説明を受け、本年度の取組みに

ついて協議されました。お年寄りの一人暮らしや

寝たきり老人・母子父子家庭等に対して、声かけ

や話し相手、家事援助等を地区推進員（民生委員）

と連携し、一般市民の協力を得て実施、安否を確

認するとともに高齢者の孤立防止を図り、閉じこ

もりがちにならないよう、見守りし支え合うこと

を目的としています。               生方主幹から説明を請ける地区推進員の皆さん 
本事業は、昭和４８年度に老人援護事業としてスタートしました。平成２年度に、士別市からの受託

事業として「士別市高齢者地域ケア推進事業」が実施され、更に平成６年度からは「福祉パトロール・

巡回介護教室」が追加されましたが、平成１２年度より施行された介護保険制度に伴い、各種福祉サー

ビスの見直しにより「福祉パトロール事業」は、単独の受託事業として実施され現在に至っております。 
朝日地区においては、合併後の平成１８年度から実施され、平成２１年度においては、地区推進員が

中心となった１０グループにより、独居老人等の２１名の皆さんをパトロールし見守りしております。

誰もがいずれ高齢者になります。高齢者が地域の中で尊厳を持って暮らせるよう、行政等社会福祉関

係団体をはじめ自治会・町内会等が協働し住民みんなで、日頃から挨拶や声かけをするなど高齢者をあ

たたかく見守ることが大切です。 
 

「ふれあい昼食会」会員等募集のお知らせ 

「ふれあい昼食会」会員並びに調理賄い・送迎ボランティアを募集しております。平成２２年６月末 
現在、新しく１３人の皆さんが加入され、会員登録者は６６人になりました。 
「ふれあい昼食会」会員は、朝日地域にお住まいの７０歳以上の方、調理賄い・送迎ボランティアは 
どなたでも登録ができますので、士別市社会福祉協議会朝日支部（２８－２００２）までご連絡下さい。 

 



７ ・ ８ 月 の 行 事 計 画 
月 日 曜 行  事  名 時      間 場    所 

土 

日 

「ふれあい広場 ２０１０ 

ＩＮしべつPＡＲＴ２７」 

０：００～

１０：００～

１６：００ 

１４：３０ 

士別市総合体育館及び 

体育館前駐車場 

７月  ３日 

４日 

２３日 
金 ふれあい昼食会 １０：３０～ １２：３０ サンライズホール 

金 ふれあい昼食会 １０：３０～ １２：３０ サンライズホール ８月 ２０日 

２４日 火 朝日神社例大祭（２４日～２６日）   

「ふれあい広場‘２０１０ＩＮしべつ ＰＡＲＴ２７」 

「真心のバトンを次へつなげよう」 

朝日中２学年 松田三貴也君の作品がふれあい標語コンクール優秀賞に輝く！ 
 

７月３日・４日の２日間にわたり「ふれあい広場 ‘２０１０ＩＮしべ

つＰＡＲＴ２７」が開催され、多くのボランティア・市民の皆さんのご支

援ご協力により盛会裡煮終了しました。 

「ふれあい広場」は、障がいの有無や年令にとらわれず、市民の交流の場

とし「広場」での「ふれあい」を通し「ノーマライゼーション」の考え方

を普及定着していくことを目的としております。 

３日午後１時から開会式が行われ、斉木士別市社会福祉協議会会長の開会

の挨拶に続き、牧野士別市長を始めとする来賓の皆様から祝辞をいただき

ました。引続き「ふれあい標語コンクール表彰式」が行われ入賞者に賞状

斉木会長から賞状を受ける松田君   と記念品が斉木会長から手渡されました。朝日からは、朝日中学校第２学

年の松田三貴也君の作品「真心のバトンを次へつなげよう」が優秀賞に輝きました。 

 

御霊のご冥福を祈念し献花 平成２２年度「朝日町招魂祭」 

 去る６月１４日（月）忠魂碑境内において、平成２２年度「朝日町招魂祭」 

が厳粛の内にもしめやかに執行されました。本年度は、遺族（２０名）来賓 

（１８名）総合支所並びに社協役職員（１２名）の出席のもと、粥川祭典委

員長の「式辞」、牧野士別市長の「慰霊の詞」、北海道連合遺族会会長町村信

孝様からの「追悼の辞」を塚田朝日町遺族会会長が代読の後、御霊のご冥福

をお祈りし出席者全員が献花を捧げました。式典終了後、粥川祭典委員長か

ら悲惨な戦争の記憶を風化させることの無いよう、恒久平和の実現を求め不

断の努力を誓う旨の挨拶があり、滞りなく終了しました。会場の設営、跡片

付け等にご協力をいただいた総合支所住民福祉課並びに社協支部役員の皆さんご苦労様でした。ありがとうござい

ました。 

命を救う、力を合わせよう。 日本赤十字の活動資金にご協力ください。 

今年度も各自治会のご理解とご協力により、７月上旬～８月中旬まで社資の取りまとめをお願いしております。

赤十字は、人道と博愛の精神を基調とし、明るく住みよい平和な社会を築き上げていくために活動しております。

地震、豪雨等の自然災害が起こった場合の負傷者の医療救護をはじめ国際赤十字の要請にもとづく援護等、数々

の事業を行っておりますが、これらの活動費は、全て赤十字社員の社費及び寄付金等でまかなわれており、社員の

増強により社資の安定的な確保が極めて重要です。昨年、朝日地区においては、６９５人の皆様から2９６,１00

円のあたたかい善意が寄せられました。今年度も例年どおり自治会を通じて、社資の募集を実施いたしております。

皆様の一層のご支援とご協力をお願いいたします。 




